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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）のエステル：
【化１】

［式中、Ｒは６～１２個の炭素原子を有する直鎖アルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ
基により置換されていてもよい。］
【請求項２】
　ｎ－ヘキシル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ヘプチル２－プロピルヘプタノエート
、ｎ－オクチル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ノニル２－プロピルヘプタノエート、
ｎ－デシル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ウンデシル２－プロピルヘプタノエート、
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ｎ－ドデシル２－プロピルヘプタノエートからなる群から選択される、請求項１に記載の
エステル。
【請求項３】
　一般式（Ｉ）のエステル：
【化２】

［式中、Ｒは６～１２個の炭素原子を有する直鎖アルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ
基により置換されていてもよい］
の、化粧品における使用。
【請求項４】
　一般式（Ｉ）のエステル：
【化３】

［式中、Ｒは６～１２個の炭素原子を有する直鎖アルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ
基により置換されていてもよい］
の、医薬品における基剤としての使用。
【請求項５】
　ボディー洗浄および／またはボディーケアのために使用される日用ワイプおよび衛生用
ワイプの湿潤または含浸あるいは被覆のための、請求項３または４に記載の使用。
【請求項６】
　２－プロピルヘプタン酸および対応するアルコールを含有する混合物を反応させる、請
求項１または２に記載のエステルの製造方法。
【請求項７】
　（ａ）少なくとも１つの一般式（Ｉ）のエステル：
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【化４】

［式中、Ｒは６～１２個の炭素原子を有する直鎖アルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ
基により置換されていてもよい］
（ｂ）少なくとも１つの乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および／
またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）および／または他の油
体（ｂ－５）、
を含んで成る化粧品組成物。
【請求項８】
　（ａ）基剤としての、少なくとも１つの一般式（Ｉ）のエステル：
【化５】

［式中、Ｒは６～１２個の炭素原子を有する直鎖アルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ
基により置換されていてもよい］
（ｂ）少なくとも１つの乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および／
またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）および／または他の油
体（ｂ－５）、
を含んで成る医薬品組成物。
【請求項９】
　０．１～８０重量％の少なくとも１つの（ａ）のエステルを含んで成る、請求項７また
は８に記載の組成物。
【請求項１０】
　エステル（ａ）として、ｎ－ヘキシル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ヘプチル２－
プロピルヘプタノエート、ｎ－オクチル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ノニル２－プ
ロピルヘプタノエート、ｎ－デシル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ウンデシル２－プ
ロピルヘプタノエート、ｎ－ドデシル２－プロピルヘプタノエートまたはそれらの任意の
所望の混合物を含んで成る、請求項７～９のいずれかに記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２－プロピルヘプタン酸のエステル、ならびに、化粧品および／または医薬
品におけるそれらの使用、およびそれらの製造方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　スキンケアおよびヘアケアのための化粧品用エマルションの分野においては、消費者か
ら数多くの要求がなされている：使用目的を決定する洗浄およびケア効果だけでなく、最
高級の皮膚適合性、良好な再脂肪化特性、エレガントな外観、最適な感触印象および貯蔵
安定性のような、様々なパラメーターが価値を持つ。
【０００３】
　一連の界面活性物質に加えて、人の肌および毛髪の洗浄およびケアのために使用される
調製物は、一般に、特に油体および水を含有する。使用される油体／エモリエントは、例
えば、炭化水素、エステル油、植物および動物油／脂／ワックスである。感覚特性および
最適な皮膚適合性に関して高い市場の要求に応えるために、新規の油体および乳化剤混合
物は絶えず開発され試験されている。化粧品におけるエステル油の使用は、以前から知ら
れていた。それらの重要性のため、それらの新しい製造方法も絶えず開発がされている。
特に、「より軽めの（ｌｉｇｈｔｅｒ）」皮膚感触を与える分枝エステル油は、集中的に
絶えず研究がされている。２－メチル－１，３－プロパンジオールモノエステルの使用は
、例えば、ＤＥ１０１６０６８１の主題であり、２－メチル－１，３－プロパンジオール
エステルはＤＥ１０１６０６８２に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０１６０６８１号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第１０１６０６８２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、感覚特性（軽さ、「べたべたしない皮膚感触」、柔軟性、伸展性、吸
収性、分散性、油性）に関して改善されたプロフィールを有し、数多くの化粧品処方に組
み込まれ得る、好ましくは２０℃で液体である、化粧品および／または医薬品用途のため
の新規エステル油を提供することである。これに関して、エステルの加水分解安定性およ
び低いｐＨでの該エステルの処方性もまた興味深いものである。さらに、該エステルはＷ
／Ｏ処方およびＯ／Ｗ処方のどちらにも組み込むことができるべきである。さらに、該エ
ステルは、特に、結晶性ＵＶフィルター、顔料、制汗剤、塩およびシリコーンと相溶性が
あるべきである。さらに、該エステルは酸化安定性であるべきである。驚くべきことに、
２－プロピルヘプタン酸のエステルが感触的に軽い調製物を導くことがわかった。ＤＥ１
０３０５５６２は、ポリマー添加剤として使用される直鎖カルボン酸とアルコールとのエ
ステル混合物を記載する。ＷＯ２００６／０９７２３５は、２－プロピルヘプタノールと
直鎖状または分枝状カルボン酸とのエステル、すなわち２－プロピルヘプタノールと２－
プロピルヘプタン酸とのエステルを記載する。G. Schomberg、Journal of Chromatograph
y、１９９４年、第１５５～１７７頁は、第１６５頁の表II、項目６に、ノナンカルボン
酸－（４）のメチルエステルとしてメチル２－プロピルヘプタノエートを記載する。ＪＰ
１０－２８９４４１（ソニー株式会社）は、第４頁、第２９欄、表１、項目２に、ノナデ
シル２－プロピルヘプタノエートを記載する。ＪＰ５７－００６７９０（キャノン株式会
社）は、第４８６頁、Ｎｏ，１１に２－ヘキシルデシル２－プロピルヘプタノエートを記
載する。後半に挙げた３つの文献は、化粧品および／または医薬品を記載せず、また化粧
品および／または医薬品における上述した化合物の使用を記載していない。本発明の課題
は、先行技術に対する改良されたエステルを提供することである。　
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、２－プロピルヘプチル２－プロピルヘプタノエート、メチル２－プロピルヘ
プタノエート、ノナデシル２－プロピルヘプタノエートおよび２－ヘキシルデシル２－プ
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ロピルヘプタノエートを除く、一般式（Ｉ）のエステル：
【化１】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］
を提供する。
【０００７】
　特に好ましくは、２－プロピルヘプチル２－プロピルヘプタノエート、２－エチルブチ
ル２－プロピルヘプタノエート、２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエート、メチ
ル２－プロピルヘプタノエート、ノナデシル２－プロピルヘプタノエートおよび２－ヘキ
シルデシル２－プロピルヘプタノエートを除く、一般式（Ｉ）のエステル：
【化２】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］
を提供する。
【０００８】
　驚くべきことに、２－プロピルヘプタン酸のエステルは化粧品処方、とりわけ「軽い」
皮膚感触が重要な処方に、特に好適である。これらのエステルは、様々な処方にとても容
易に組み込むことができる。鎖長、分枝および二重結合の数に応じて、液状物質混合物が
得られ、それに応じてこれらは油体またはエマルションに粘りを与える粘稠度調整剤とし
て適している。該エステルは、酸化に対して高い安定性を示す。本発明によれば、単独の
２－プロピルヘプタン酸エステルまたは任意の所望の混合物を使用し得る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の好ましい実施態様は、総炭素数が１４個または１４個より多い、特に１４個よ
り多い、特に１６個または１６個より多い、特に１６個より多いエステルに関する。
【００１０】
　本発明の好ましい実施態様は、総炭素数が２４個または２４個未満、特に２４個未満、
特に２２個または２２個未満、特に２２個未満のエステルに関する。
【００１１】
　式（Ｉ）中のアルキル基Ｒは、飽和または不飽和の、直鎖状または分枝状の、脂肪族ま
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たは芳香族基であってよい。本発明の１つの実施態様において、３個までのＯＨ基、特に
２個までのＯＨ基、好ましくは１つのＯＨ基により置換される。本発明の１つの実施態様
において、Ｒは、１～２４個、特に２～２０個、好ましくは６～１８個、特に６～１２個
の炭素原子を有するアルキル基である。
【００１２】
　言及し得る基Ｒは、炭素数１～８個のアルキル基であり、例えば、メチル基、エチル基
、プロピル基、イソプロピル基（＝１－メチルエチル基）、プロペニル基、イソブチル基
（２－メチルプロピル基）、ｓｅｃ－ブチル基（＝１－メチルプロピル基）、ｔｅｒｔ－
ブチル基（１，１－ジメチルエチル基）、２－ブテニル基、３－メチルブチル基、１－エ
チルプロピル基、１，１－ジメチルプロピル基、１，２－ジメチルプロピル基、２，２－
ジメチルプロピル基、１－ペンテニル基、２－ペンテニル基、３－ペンテニル基、４－ペ
ンテニル基、ヘキシル基、１－メチルペンチル基、２－メチルペンチル基、３－メチルペ
ンチル基、４－メチルペンチル基、１－エチルブチル基、２－エチルブチル基、３－エチ
ルブチル基、１－ヘキセニル基、２－ヘキセニル基、３－ヘキセニル基、４－ヘキセニル
基、５－ヘキセニル基、ヘプチル基、１－メチルヘキシル基、２－メチルヘキシル基、３
－メチルヘキシル基、４－メチルヘキシル基、５－メチルヘキシル基、１－ヘプテニル基
、２－ヘプテニル基、３－ヘプテニル基、４－ヘプテニル基、５－ヘプテニル基、６－ヘ
プテニル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３，３－テトラメチルブ
チル基である。
【００１３】
　言及し得る基Ｒは、炭素数９～２２個のアルキル基であり、例えば、ノニル基、イソノ
ニル基、デシル基、イソデシル基、ウンデシル基、ウンデセニル基、ドデシル基、トリデ
シル基、イソトリデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、オクタ
デシル基、オクタデセニル基、エイコサノニル基、ベヘニル基である。
【００１４】
　基Ｒは、芳香族基であってよく、例えばフェニル基、例えばトリル基のようなメチル置
換フェニル基、例えば２－ヒドロキシフェニル基、３－ヒドロキシフェニル基、ベンジル
基のようなヒドロキシ置換フェニル基、メチル置換ベンジル基、例えば２－ヒドロキシベ
ンジル基または３－ヒドロキシベンジル基のようなヒドロキシ置換ベンジル基であり得る
。
【００１５】
　基Ｒは、３個までのＯＨ基により置換されていてよく、１つの好ましい実施態様におい
て、基Ｒは１つのＯＨ基を有するアルキル基、例えばヒドロキシヘキシル基、ヒドロキシ
オクチル基、ヒドロキシデシル基、ヒドロキシドデシル基、２，３－ジヒドロキシ－ｎ－
プロピル基（グリセロール由来）、２－ヒドロキシエチル基（エチレングリコール）、３
－ヒドロキシプロピル基、２－ヒドロキシプロピル基（プロピレングリコール由来）、２
－ヒドロキシプロピル基、３－ヒドロキシプロピル基、４－ヒドロキシプロピル基、１－
メチル－２－ヒドロキシプロピル基、６－ヒドロキシヘキシル基、８－ヒドロキシオクチ
ル基、１０－ヒドロキシデシル基、１２－ヒドロキシドデシル基、１４－ヒドロキシテト
ラデシル基、２－エチル－２－ヒドロキシメチル－３－ヒドロキシプロピル基（トリメチ
ロールプロパン由来）、２，２－ビス（ヒドロキシメチル）－３－ヒドロキシプロピル基
（ペンタエリスリトール由来）である。
【００１６】
　同様に、基Ｒとして、２－プロピルヘプタン酸とＣ３６ダイマージオールとの反応によ
り生成され得る３６個の炭素原子を有するアルキル基が適当である。Ｃ３６－ダイマージ
オールは、オクチルアルコール（＝９－オクタデセン－１－オール）のダイマー化または
ダイマー脂肪酸（エステル）の水素化により生成され得る、α、ω－Ｃ３６－ジオールを
いう。
【００１７】
　特に好ましくは、ｎ－ヘキシル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ヘプチル２－プロピ
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ルヘプタノエート、ｎ－オクチル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ノニル２－プロピル
ヘプタノエート、ｎ－デシル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ウンデシル２－プロピル
ヘプタノエート、ｎ－ドデシル２－プロピルヘプタノエートからなる群から選択されるエ
ステルである。
【００１８】
　本発明は、個々のエステルおよび異なるエステルの混合物のいずれをも含む。
【００１９】
　さらに、本発明は、化粧品および／または医薬品における、２－プロピルヘプチル２－
プロピルヘプタノエートを除く、一般式（Ｉ）のエステル：
【化３】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］
の使用を提供する。特に好ましくは、化粧品および／または医薬品における、２－エチル
ブチル２－プロピルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエー
トを除くこれらのエステルの使用が挙げられる。特に好ましくは、化粧品および／または
医薬品における、請求項１に記載のエステル、特に２－エチルブチル２－プロピルヘプタ
ノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエートを除く請求項１に記載の
エステルの使用が挙げられる。該エステルは、特に、化粧品および／または医薬品におけ
る油体として適当である。
【００２０】
　さらに、本発明は、化粧品および／または医薬品の製造のための、２－プロピルヘプチ
ル２－プロピルヘプタノエートを除く、一般式（Ｉ）のエステル：

【化４】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］
の使用を提供する。特に好ましくは、化粧品および／または医薬品の製造のための、２－
エチルブチル２－プロピルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタ
ノエートを除くこれらのエステルの使用が挙げられる。特に好ましくは、化粧品および／
または医薬品の製造のための、請求項１に記載のエステル、特に２－エチルブチル２－プ
ロピルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエートを除く請求
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項１に記載のエステルの使用が挙げられる。　
【００２１】
　さらに、本発明は、ボディー洗浄および／またはボディーケアのために使用される日用
ワイプおよび衛生用ワイプの湿潤または含浸あるいは被覆のための化粧品および／または
医薬品の製造における、２－プロピルヘプチル２－プロピルヘプタノエートを除く、一般
式（Ｉ）のエステル：
【化５】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］
の使用を提供する。特に好ましくは、２－エチルブチル２－プロピルヘプタノエートおよ
び２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエートを除くこれらのエステルの使用が挙げ
られる。特に好ましくは、請求項１に記載のエステル、特に２－エチルブチル２－プロピ
ルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエートを除く請求項１
に記載のエステルの使用が挙げられる。　
【００２２】
　また、２－プロピルヘプタン酸および対応するアルコールを含んで成る混合物を反応さ
せる、本発明のエステルの製造方法を提供する。同様に、本発明の方法は、２－プロピル
ヘプタン酸と対応するアルコール混合物を一緒に反応させるエステル混合物の生成を含む
。
【００２３】
　本発明の１つの好ましい実施態様において、２－プロピルヘプタン酸および対応するア
ルコールを含んで成る混合物を、エステル化触媒を添加して反応させる。
【００２４】
　１つの好ましい実施態様において、２－プロピルヘプタン酸および対応するアルコール
を含んで成る混合物を加熱し、形成される水を絶えず除去し、その後、粗生成物を蒸留す
る。この方法は、エステル化触媒を添加して、例えば、酸性触媒または塩基性触媒の下、
行うことができる。１つの好ましい実施態様において、この方法は溶媒の添加なしで、好
ましくは、可能な限り無水の出発物質を用いて行う。
【００２５】
該方法の好ましい実施態様において、スズ触媒が使用される。適当なスズ触媒は、例えば
、シュウ酸スズ（例えば、Ｆａｓｃａｔ（登録商標）２００１）、酸化スズ（ＳｎＯ、Ｆ
ａｓｃａｔ（登録商標）２０００）、およびスズＩＶ触媒、例えばジブチルスズジアセテ
ート（Ｆａｓｃａｔ（登録商標）４２００）、ジブチルスズオキシド（Ｆａｓｃａｔ（登
録商標）４２０１）、およびジブチルスズラウレート（Ｆａｓｃａｔ（登録商標）４２０
２）または酸化スズ（ＳｎＯ）である。これらは、以前はＡｔｏｆｉｎａにより販売され
ていたが、現在はＡｒｋｅｍａにより販売されている。
【００２６】
　該エステル化は、好ましくは１００～３００℃の間の温度で、特に２００～２５０℃で
行う。
【００２７】
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　さらなる実施態様において、使用される触媒は、少なくとも１つの酵素である。適当な
酵素は、アルコールと酸のエステル化を触媒することができる、当業者に既知のすべての
酵素または酵素混合物であり、挙げ得る例は、リパーゼ、アシルトランスフェラーゼおよ
びエステラーゼである。この酵素的触媒エステル化は、通常、２０～１００℃の温度で、
好ましくは４０～８０℃で行う。
【００２８】
　また、本発明のエステルは、２－プロピルヘプタン酸と対応するアルコールとのアルキ
ルエステル（例えば、メチルエステルまたはブチルエステル）を、エステル交換触媒を添
加して反応させることにより製造し得る。この方法は、エステル混合物の製造にも適当で
ある。
【００２９】
そのような方法においては、２－プロピルヘプタン酸と対応するアルコールとのアルキル
エステルを含んで成る混合物を、エステル触媒を添加して加熱し、形成される水を絶えず
除去し、その後、粗生成物を蒸留する。好ましい実施態様において、この方法は溶媒の添
加なしで、好ましくは、可能な限り無水の出発物質を用いて行う。好ましくは、該エステ
ル化は１００～３００℃の間の温度で、特に２００～２５０℃で行う。使用し得るエステ
ル交換触媒は、当業者に既知のすべてのエステル交換触媒であって、エステル交換触媒と
してのナトリウムメチレートまたはテトラアルキルチタネートを使用することが好ましい
。
【００３０】
　触媒として、少なくとも１つの酵素を使用し得る。適当な酵素は、アルコールと酸メチ
ルエステルのエステル交換を触媒することができる、当業者に既知のすべての酵素または
酵素混合物であり、挙げ得る例は、リパーゼ、アシルトランスフェラーゼおよびエステラ
ーゼである。この酵素的触媒エステル化は、通常、２０～１００℃の温度で、好ましくは
４０～８０℃で行う。
【００３１】
　［化粧品／医薬品］
　本発明のエステルは、特に軽い皮膚感触を有する安定的な化粧品および医薬品エマルシ
ョンの調製を可能にする。
【００３２】
　従って、本発明は、さらに、
（ａ）２－プロピルヘプチル２－プロピルヘプタノエートを除く、少なくとも１つの一般
式（Ｉ）のエステル：
【化６】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］、
（ｂ）少なくとも１つの乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および／
またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）および／または他の油
体（ｂ－５）を含んで成る、化粧品および／または医薬品を提供する。
【００３３】
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　好ましくは、
（ａ）２－プロピルヘプチル２－プロピルヘプタノエート、２－エチルブチル２－プロピ
ルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエートを除く、少なく
とも１つの一般式（Ｉ）のエステル：
【化７】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］、
（ｂ）少なくとも１つの乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および／
またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）および／または他の油
体（ｂ－５）を含んで成る、化粧品および／または医薬品を提供する。
【００３４】
　さらに、本発明は、
（ａ）少なくとも１つの請求項１のエステル
（ｂ）少なくとも１つの乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および／
またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）および／または他の油
体（ｂ－５）を含んで成る、化粧品および／または医薬品を提供する。
【００３５】
　好ましくは、
（ａ）２－エチルブチル２－プロピルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロ
ピルヘプタノエートを除く、少なくとも１つの請求項１のエステル
（ｂ）少なくとも１つの乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および／
またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）および／または他の油
体（ｂ－５）を含んで成る、化粧品および／または医薬品を提供する。
【００３６】
　本発明の調製物は、好ましくは、０．１～８０重量％、特に０．５～７０重量％、好ま
しくは０．７５～６０重量％、特に１～５０重量％、好ましくは１～４０重量％の、少な
くとも１つのエステル（ａ）を含んで成る。
【００３７】
　本発明は、さらに、
ａ）２－プロピルヘプチル２－プロピルヘプタノエートを除く、好ましくは２－エチルブ
チル２－プロピルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピルヘプタノエート
を除く、０．１～８０重量％、特に０．１～７０重量％、好ましくは０．１～６０重量％
、特に０．１～５０重量％、好ましくは０．１～４０重量％の、少なくとも１つの一般式
（Ｉ）のエステル：
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【化８】

［式中、Ｒは１～３６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは３個までのＯＨ基に
より置換されていてもよい。］、
ｂ）０．１～２０重量％の乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および
／またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）、
ｂ－５）０．１～４０重量％の他の油体、および、
ｃ）０～９８重量％の水
を含んで成る、化粧品および／または医薬品を提供する。
【００３８】
　さらに、本発明の調製物は、
ａ）２－エチルブチル２－プロピルヘプタノエートおよび２－ブチルオクチル２－プロピ
ルヘプタノエートを除く、０．１～８０重量％、特に０．１～７０重量％、好ましくは０
．１～６０重量％、特に０．１～５０重量％、好ましくは０．１～４０重量％の、少なく
とも１つの請求項１に記載のエステル
ｂ）０．１～２０重量％の乳化剤（ｂ－１）および／または界面活性剤（ｂ－２）および
／またはワックス成分（ｂ－３）および／またはポリマー（ｂ－４）、
ｂ－５）０．１～４０重量％の他の油体、および、
ｃ）０～９８重量％の水
を含んで成る、化粧品および／または医薬品を提供する。
【００３９】
　本発明の調製物は、好ましくは、少なくとも０．１重量％、特に少なくとも０．５重量
％、特に少なくとも０．７５重量％、好ましくは少なくとも１重量％、好ましくは少なく
とも５重量％の、１つまたはそれ以上のエステル（ａ）を含んで成る。
【００４０】
　すべての重量％のデータは、化粧品および／または医薬品に基づく重量％である。
【００４１】
　本発明の１つの実施態様において、該調製物は、ｎ－ヘキシル２－プロピルヘプタノエ
ート、ｎ－ヘプチル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－オクチル２－プロピルヘプタノエ
ート、ｎ－ノニル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－デシル２－プロピルヘプタノエート
、ｎ－ウンデシル２－プロピルヘプタノエート、ｎ－ドデシル２－プロピルヘプタノエー
トまたはそれらの望ましい混合物からなる群から選択される少なくとも１つのエステルを
含んで成る。
【００４２】
　本発明の調製物、本発明の組成物、本発明のエステルは、ボディーケアおよびボディー
洗浄のためのすべての化粧品組成物、例えばボディーオイル、ベビーオイル、ボディーミ
ルク、クリーム、ローション、噴霧可能なエマルション、日焼け止め組成物、制汗剤、液
状石鹸、固形石鹸等において、基剤として組み込むのに適している。それらはまた、界面
活性剤含有処方、例えば、フォームおよびシャワーバス、ヘアーシャンプーおよびケアリ
ンスにおいても使用し得る。それらは、衛生学およびケアの分野において使用されるティ
ッシュ、ペーパー、ワイプ、不繊布製品、スポンジ、パフ、石膏および包帯（ベビー衛生
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およびベビーケア用ウェットワイプ、洗浄ワイプ、洗顔ワイプ、スキンケアワイプ、皮膚
老化に対する活性成分を含むケアワイプ、日焼け止め処方および防虫剤を含むワイプ、ま
た化粧用または日焼け治療のためのワイプ、トイレ用ウェットワイプ、制汗用ワイプ、オ
ムツ、ポケットワイプ、ウェットワイプ、衛生製品およびセルフタンニングワイプ）に、
ケア成分として適用することができる。それらはまた、とりわけ、ヘアケア、洗髪、染毛
のための調製物においても適用し得る。
【００４３】
　用途により、化粧品処方物は、例えば界面活性剤、他の油体、乳化剤、真珠光沢ワック
ス、粘稠度調整剤、増粘剤、過脂肪剤、安定剤、ポリマー、脂肪、ワックス、レシチン、
リン脂質、生体活性成分、ＵＶ光防護剤、抗酸化剤、脱臭剤、制汗剤、フケ防止剤、皮膜
形成剤、膨張剤、防虫剤、セルフタンニング剤、チロシナーゼ阻害剤（脱色剤）、ヒドロ
トロープ、可溶化剤、防腐剤、香油、染料等の一連の他の助剤および添加剤を含んで成る
。これらの例を下記に列挙する。
【００４４】
　［乳化剤ｂ－１）］
　本発明の１つの実施態様において、本発明の調製物は、少なくとも１つの乳化剤を含ん
で成る。本発明の組成物は、組成物の総重量に基づいて、０～４０重量％、好ましくは０
．１～２０重量％、好ましくは０．１～１５重量％、また特には０．１～１０重量％の量
の乳化剤を含んで成る。
【００４５】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の調製物は、１つより多くの乳化剤を含んで
成る。当業者は、一般的な乳化剤系（例えば、乳化剤および共乳化剤など）を、他の構成
成分に応じて使用する。
【００４６】
　［非イオン性乳化剤］
　非イオン性乳化剤のグループは、例えば以下のものを含む。
（１）８～４０個の炭素原子を有する直鎖脂肪アルコール、１２～４０個の炭素原子を有
する脂肪酸、アルキル基に８～１５個の炭素原子を有するアルキルフェノールへの、２～
５０ｍｏｌのエチレンオキシドおよび／または１～２０ｍｏｌのプロピレンオキシドの付
加生成物。
（２）グリセロールへの、１～５０ｍｏｌのエチレンオキシドの付加生成物のＣ１２～Ｃ

１８脂肪酸モノ－およびジエステル。
（３）６～２２個の炭素原子を有する飽和および不飽和脂肪酸のソルビタンモノ－および
ジエステル、およびそれらのエチレンオキシド付加生成物。
（４）アルキル基に８～２２個の炭素原子を有するアルキルモノ－およびオリゴグリコシ
ド、およびそれらのエトキシル化類似体。
（５）ヒマシ油および／または硬化ヒマシ油への７～６０ｍｏｌのエチレンオキシドの付
加生成物。
（６）ポリオール、特にポリグリセロールエステル、例えばポリオールポリ－１２－ヒド
ロキシステアレート、ポリグリセロールポリリシノレエート、ポリグリセロールジイソス
テアレートまたはポリグリセロールダイメレート。同様に、これらの物質類の２個以上か
ら成る化合物の混合物も適当である。
（７）ヒマシ油および／または硬化ヒマシ油への２～１５ｍｏｌのエチレンオキシドの付
加生成物。
（８）直鎖、分枝、不飽和または飽和Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸、リシノール酸および１２－ヒ
ドロキシステアリン酸および、ポリグリセロール、ペンタエリスリトール、ジペンタエリ
スリトール、糖アルコール（例えばソルビトール）、アルキルグルコシド（例えばメチル
グルコシド、ブチルグルコシド、ラウリルグルコシド）、およびポリグルコシド（例えば
セルロース）に基づく部分エステル、または混合エステル、例えば、グリセリルステアレ
ートシトレートおよびグリセリルステアレートラクテート。
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（９）ポリシロキサン－ポリアルキル－ポリエーテル共重合体および対応する誘導体。
（１０）ペンタエリスリトール、脂肪酸、クエン酸および脂肪アルコールの混合エステル
および／または６～２２個の炭素原子を有する脂肪酸の混合エステル、メチルグルコース
およびポリオール、好ましくはグリセロールまたはポリグリセロール。
【００４７】
　脂肪アルコール、脂肪酸、アルキルフェノール、グリセロールモノ－およびジエステル
、また脂肪酸のソルビタンモノ－およびジエステルまたはヒマシ油へのエチレンオキシド
および／またはプロピレンオキシドの付加生成物は、既知であり、市販の製品である。こ
れらは、エチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドと付加反応を行うのに用い
る基質との量比に対応する平均アルコキシル化度の同族体混合物である。エトキシル化度
に応じて、これらはＷ／ＯまたはＯ／Ｗ乳化剤となる。グリセロールへのエチレンオキシ
ドの付加生成物のＣ１２／１８脂肪酸モノ－およびジエステルは、化粧品のための再脂肪
化剤として既知である。
【００４８】
　本発明によれば、穏やかで特に好適な乳化剤は、ポリオールポリ－１２ヒドロキシステ
アレートおよびそれらの混合物であり、これらは、例えば、「Ｄｅｈｙｍｕｌｓ（登録商
標）ＰＧＰＨ」（Ｗ／Ｏ乳化剤）または「Ｅｕｍｕｌｇｉｎ（登録商標）ＶＬ７５」（コ
コグルコシドとの重量比１：１の混合物、Ｏ／Ｗ乳化剤）またはＤｅｈｙｍｕｌｓ（登録
商標）ＳＢＬ（Ｗ／Ｏ乳化剤）の名称のもと、Ｃｏｇｎｉｓ Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　
ＧｍＢＨから販売されている。これに関して、特に欧州特許ＥＰ０７６６６６１Ｂ１が参
照される。これらの乳化剤のポリオール成分は、少なくとも２個の、好ましくは３～１２
個の、また特には３～８個のヒドロキシ基および２～１２個の炭素原子を有する物質に由
来する。
【００４９】
　適当な親油性Ｗ／Ｏ乳化剤は、原則として１～８のＨＬＢ値を有する乳化剤であり、こ
れらは多くの表において集約され、また当業者に既知である。これらの乳化剤のいくつか
は、例えば、Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ、「Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ」、第３版、１９７９年、第８巻、９１３ページに記載さ
れている。エトキシル化生成物のために、ＨＬＢ値は下記式により計算し得る：
ＨＬＢ＝（１００－Ｌ）：５
［式中、Ｌは親油基の重量分率、すなわち、エチレンオキシド付加物における脂肪アルキ
ル基または脂肪アシル基の重量％である］。
【００５０】
　Ｗ／Ｏ乳化剤の群から、ポリオールの部分エステル、特にＣ４～Ｃ６ポリオール、例え
ばペンタエリスリトールの部分エステルまたは糖エステル、例えば、スクロースジステア
レート、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンセスキイソステアレート、ソルビ
タンジイソステアレート、ソルビタントリイソステアレート、ソルビタンモノオレエート
、ソルビタンセスキオレエート、ソルビタンジオレエート、ソルビタントリオレエート、
ソルビタンモノエルケート、ソルビタンセスキエルケート、ソルビタンジエルケート、ソ
ルビタントリエルケート、ソルビタンモノリシノレエート、ソルビタンセスキリシノレエ
ート、ソルビタンジリシノレエート、ソルビタントリリシノレエート、ソルビタンモノヒ
ドロキシステアレート、ソルビタンセスキヒドロキシステアレート、ソルビタンジヒドロ
キシステアレート、ソルビタントリヒドロキシステアレート、ソルビタンモノタータレー
ト、ソルビタンセスキタータレート、ソルビタンジタータレート、ソルビタントリタータ
レート、ソルビタンモノシトレート、ソルビタンセスキシトレート、ソルビタンジシトレ
ート、ソルビタントリシトレート、ソルビタンモノマレエート、ソルビタンセスキマレエ
ート、ソルビタンジマレエート、ソルビタントリマレエート、およびそれらの工業グレー
ド混合物は、特に有利である。特定のソルビタンエステルへの１～３０ｍｏｌ、好ましく
は５～１０ｍｏｌのエチレンオキシドの付加生成物も、適当な乳化剤である。
【００５１】
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　処方に応じて、非イオン性Ｏ／Ｗ乳化剤（ＨＬＢ値：８～１８）および／または可溶化
剤の群からの少なくとも１つの乳化剤を使用することは、さらに有利となり得る。これら
は、例えば、対応する高いエトキシル化度、例えばＯ／Ｗ乳化剤について１０～２０エチ
レンオキシド単位およびいわゆる可溶化剤について２０～４０エチレンオキシド単位を有
する、序論ですでに述べたエチレンオキシド付加物である。本発明によれば、特に有利な
Ｏ／Ｗ乳化剤は、セテアレス－１２およびＰＥＧ－２０ステアレートである。適当な可溶
化剤は、好ましくは、Ｅｕｍｕｌｇｉｎ（登録商標）ＨＲＥ　４０（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ
－４０　ｈｙｄｒｏｇｅｎａｔｅｄ　ｃａｓｔｏｒ　ｏｉｌ（ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油
））、Ｅｕｍｕｌｇｉｎ（登録商標）ＨＲＥ　６０（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ－６０　ｈｙｄ
ｒｏｇｅｎａｔｅｄ　ｃａｓｔｏｒ　ｏｉｌ（ＰＥＧ－６０水添ヒマシ油））、Ｅｕｍｕ
ｌｇｉｎ（登録商標）Ｌ（ＩＮＣＩ名：ＰＰＧ－１－ＰＥＧ－９　ｌａｕｒｙｌ　ｇｌｙ
ｃｏｌ　ｅｔｈｅｒ（ＰＰＧ－１－ＰＥＧ－９　ラウリルグリコールエーテル））、およ
びＥｕｍｕｌｇｉｎ（登録商標）ＳＭＬ　２０（ＩＮＣＩ名：Ｐｏｌｙｓｏｒｂａｔｅ－
２０（ポリソルベート－２０））である。
【００５２】
　アルキルオリゴグリコシドの群からの非イオン性乳化剤は、特に皮膚なじみがよく、Ｏ
／Ｗ乳化剤として好適である。Ｃ８～Ｃ２２アルキルモノ－およびオリゴグリコシド、そ
れらの製造およびそれらの使用は、先行技術から既知である。それらの製造は、特に、グ
ルコースまたはオリゴ糖と８～２２個の炭素原子を有する一級アルコールとの反応により
行われる。グルコシド基に関しては、１つの環状糖基が脂肪アルコールにグリコシド結合
したモノグリコシドおよび、好ましくは約８までのオリゴマー化度を有するオリゴマーグ
リコシドのどちらも適当である。ここで、オリゴマー化度は、このような工業グレード製
品にとって一般的な同族体分布に基づく統計的平均値である。Ｐｌａｎｔａｃａｒｅ（登
録商標）の名称のもとで入手可能である製品は、平均オリゴマー化度１～２のオリゴグル
コシド基にグルコシド結合したＣ８～Ｃ１６アルキル基を含んで成る。グルカミンから誘
導されるアシルグルカミドも非イオン性乳化剤として適当である。本発明によれば、Ｅｍ
ｕｌｇａｄｅ（登録商標）ＰＬ　６８／５０の名称のもと、Ｃｏｇｎｉｓ　Ｄｅｕｔｓｃ
ｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨより販売され、アルキルポリグルコシドおよび脂肪アルコールの１
：１の混合物である製品が好ましい。本発明によれば、Ｅｕｍｕｌｇｉｎ（登録商標）Ｖ
Ｌ　７５の名称のもと市販されている、ラウリルグルコシド、ポリグリセロール－２ジポ
リヒドロキシステアレート、グリセロールおよび水の混合物を有利に使用し得る。
【００５３】
　レシチンおよびリン脂質のような物質も、適当な乳化剤である。挙げ得る天然レシチン
の例は、ケファリンであり、これはホスファチジン酸とも呼ばれ、１，２－ジアシル－ｓ
ｎ－グリセロール－３－リン酸の誘導体である。それに対して、リン脂質は、通常、リン
酸とグリセロールとのモノ－および好ましくはジエステル（グリセロールリン酸）を意味
するものとして理解され、これらは一般に脂肪に分類される。さらに、スフィンゴシンお
よび／またはスフィンゴ脂質も適当である。
【００５４】
　［界面活性剤ｂ－２）］
　本発明の１つの実施態様において、本発明の調製物は少なくとも１つの界面活性剤を含
んで成る。界面活性物質には、陰イオン性、非イオン性、陽イオン性および／または両性
または双性イオン性界面活性剤が存在し得る。例えば、シャワージェル、フォームバス、
シャンプー等の界面活性剤含有化粧品には、好ましくは、少なくとも１つの陰イオン性界
面活性剤が存在する。
【００５５】
　本発明の組成物は、組成物の総重量に基づいて、０～４０重量％、好ましくは０～２０
重量％、好ましくは、０．１～１５重量％、また特には０．１～１０重量％の量の界面活
性剤を含んで成る。
【００５６】
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　非イオン性界面活性剤の典型的な例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アル
キルフェノールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエステル、脂肪酸アミド
ポリグリコールエーテル、脂肪アミンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリ
セリド、混合エーテルおよび混合ホルマール、任意に部分的に酸化されたアルキル（アル
ケニル）オリゴグリコシドおよびグルクロン酸誘導体、脂肪酸Ｎ－アルキルグルカミド、
タンパク質加水分解物（特に、コムギに基づく植物生成物）、ポリオール脂肪酸エステル
、糖エステル、ソルビタンエステル、ポリソルベートおよびアミンオキシドである。非イ
オン性界面活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含んでいる場合、これらは通常の同族体
分布を有することができるが、好ましくは狭い同族体分布を有する。
【００５７】
　双性イオン性界面活性剤は、少なくとも１つの四級アンモニウム基および少なくとも１
つの－ＣＯＯ（－）または－ＳＯ３

（－）基を分子中に持っている界面活性化合物を称す
るために使用される用語である。特に適当な双性イオン性界面活性剤は、いわゆるベタイ
ンであり、例えば、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート、例えば
、ココアルキルジメチルアンモニウムグリシネート、Ｎ－アシルアミノプロピルＮ，Ｎ－
ジメチルアンモニウムグリシネート、例えばココアシルアミノプロピルジメチルアンモニ
ウムグリシネート、および、それぞれアルキル基またはアシル基に８～１８個の炭素原子
を有する２－アルキル－３－カルボキシメチル－３－ヒドロキシエチルイミダゾリン、お
よびココアシルアミノエチルヒドロキシエチルカルボキシメチルグリシネートである。好
ましい双性イオン性界面活性剤は、ＩＮＣＩ名Ｃｏｃａｍｉｄｏｐｒｏｐｙｌ　Ｂｅｔａ
ｉｎｅ（コカミドプロピルベタイン）のもと知られる脂肪酸アミド誘導体である。
【００５８】
　特に、共界面活性剤として、同様に適当なのは、両性界面活性剤である。両性界面活性
剤は、分子中のＣ８～Ｃ１８アルキル基またはアシル基とは別に、少なくとも１つの遊離
アミノ基および少なくとも１つの－ＣＯＯＨまたは－ＳＯ３Ｈ基を含有し、分子内塩の形
成をし得る、界面活性化合物を意味すると理解される。適当な両性界面活性剤の例は、そ
れぞれアルキル基中に８～１８個の炭素原子を有する、Ｎ－アルキルグリシン、Ｎ－アル
キルプロピオン酸、Ｎ－アルキルアミノ酪酸、Ｎ－アルキルイミノジプロピオン酸、Ｎ－
ヒドロキシエチル－Ｎ－アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ－アルキルタウリン、Ｎ－
アルキルサルコシン、２－アルキルアミノプロピオン酸およびアルキルアミノ酢酸である
。特に好ましい両性界面活性剤は、Ｎ－ココアルキルアミノプロピオン酸塩、ココアシル
アミノエチルアミノプロピオン酸塩およびＣ１２－１８－アシルサルコシンである。
【００５９】
　陰イオン性界面活性剤は、水溶化にする、アニオン基、例えばカルボキシレート基、硫
酸基、スルホン酸基またはリン酸基および親油基により特徴付けられる。皮膚適合性陰イ
オン性界面活性剤は、多数の関連するハンドブックから当業者に既知であり、また市販さ
れている。特に、アルカリ金属塩、アンモニウム塩またはアルカノールアンモニウム塩の
形態におけるアルキル硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、アルキルエーテル炭酸塩、アシ
ルイセチオン酸塩、アシルサルコシネート、１２～１８個の炭素原子を有する直鎖アルキ
ル基またはアシル基を有するアシルタウリン、ならびにそれらのアルカリ金属塩またはア
ンモニウム塩の形態におけるスルホコハク酸塩およびアシルグルタミン酸塩である。
【００６０】
　使用し得る陽イオン性界面活性剤は、特に四級アンモニウム化合物である。好ましいの
はハロゲン化アンモニウムであり、特に塩化物、臭化物、例えば、アルキルトリメチルア
ンモニウムクロリド、ジアルキルジメチルアンモニウムクロリドおよびトリアルキルメチ
ルアンモニウムクロリド、例えば、セチルトリメチルアンモニウムクロリド、ステアリル
トリメチルアンモニウムクロリド、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリド、ラウリ
ルジメチルアンモニウムクロリド、ラウリルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、お
よびトリセチルメチルアンモニウムクロリドである。さらに、とても容易に生分解可能な
四級エステル化合物、例えば、商品名Ｓｔｅｐａｎｔｅｘ（登録商標）のもと販売されて
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いるジアルキルアンモニウムメトスルフェートおよびメチルヒドロキシアルキルジアルコ
イルオキシアルキルアンモニウムメトスルフェート、および対応するＤｅｈｙｑｕａｒｔ
（登録商標）シリーズの製品を、陽イオン性界面活性剤として使用し得る。用語「エステ
ルクォート」は、一般に、四級化脂肪酸トリエタノールアミンエステル塩を意味するもの
と理解される。本発明によれば、これらは、組成物に特にソフトな感触を与えることがで
きる。これらは、有機化学の関連方法により製造される既知の物質である。さらに本発明
に使用し得る陽イオン性界面活性剤は、四級化タンパク質加水分解物である。
【００６１】
　［ワックス成分ｂ－３）］
　本発明の１つの実施態様において、本発明の調製物は、少なくとも１つのワックス成分
を含んで成る。本発明の組成物は、組成物の総重量に基づいて、０～４０重量％、特に０
～２０重量％、好ましくは０．１～１５重量％、また特には０．１～１０重量％の量のワ
ックス成分を含んで成る。
【００６２】
　用語ワックスは、一般に、以下の特性を有するすべての天然または合成的に得られる物
質および混合物質を意味するものと理解される：それらは固体のものから脆く硬い稠度の
もの、粗い結晶構造のものから細かい結晶構造のもの、透明のものから不透明のものまで
あり、分解せずに３０℃以上で溶解する。融点を少し超えた場合でさえも、これらは低粘
度であり、非曳糸性であり、高い温度依存性の稠度および溶解性を示す。本発明によれば
、３０℃またはそれ以上で溶解するワックス成分またはワックス成分の混合物を使用する
ことが可能である。
【００６３】
　本発明によれば、ワックス様稠度を有する脂肪および脂肪様物質も、それらが所要の融
点を有するならば、使用し得るワックスである。これらは、とりわけ、脂肪（トリグリセ
リド）、モノ－およびジグリセリド、天然および合成ワックス、脂肪アルコールおよびワ
ックスアルコール、脂肪酸、脂肪アルコールおよび脂肪酸のエステル、および脂肪酸アミ
ドまたはこれらの物質の適当な混合物を含む。
【００６４】
　脂肪は、トリアシルグリセロール、すなわち、脂肪酸とグリセロールとのトリプルエス
テルを意味するものと理解される。好ましくは、それらは飽和、非分枝および不飽和脂肪
酸基を含んで成る。これらは、混合エステル、すなわち、グリセロールと様々な脂肪酸と
のトリプルエステルであってもよい。部分水素化により得られる、いわゆる硬化油脂は、
本発明に使用することができ、また、粘稠度調整剤として特に適当である。植物性硬化油
脂が好ましく、例えば、硬化ヒマシ油、ピーナッツ油、大豆油、セイヨウアブラナ油、菜
種油、綿実油、大豆油、ヒマワリ油、ヤシ油、パーム核油、亜麻仁油、アーモンド油、ト
ウモロコシ油、オリーブ油、ゴマ油、ココアバターおよびヤシ油である。
【００６５】
　とりわけ、グリセロールとＣ１２～Ｃ６０脂肪酸および、特にＣ１２～Ｃ３６脂肪酸と
のトリプルエステルが適当である。これらは、硬化ヒマシ油、例えば、Ｃｕｔｉｎａ　Ｈ
Ｒの名称のもと市販されているグリセロールおよびヒドロキシステアリン酸のトリプルエ
ステルを含む。グリセロールトリステアレート、グリセロールトリベヘネート（例えば、
Ｓｙｎｃｒｏｗａｘ　ＨＲＣ）、グリセロールトリパルミネートまたはＳｙｎｃｒｏｗａ
ｘ　ＨＧＬＣの名称のもと知られるトリグリセリド混合物も、ワックス成分またはその混
合物の融点が、３０℃またはそれ以上であるならば、同じく適当である。
【００６６】
　本発明によれば、使用し得るワックス成分は、特に、モノ－およびジグリセリドおよび
これらの部分グリセリドの混合物である。本発明に使用し得るグリセリド混合物は、Ｃｏ
ｇｎｉｓ　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨ　＆　Ｃｏ．ＫＧより市販されている製品
Ｎｏｖａｔａ　ＡＢおよびＮｏｖａｔａ　Ｂ（Ｃ１２～Ｃ１８－モノ－、ジ－、トリグリ
セリドの混合物）およびＣｕｔｉｎａ　ＭＤまたはＣｕｔｉｎａ　ＧＭＳ（グリセロール
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ステアレート）を含む。
【００６７】
　本発明でワックス成分として使用し得る脂肪アルコールは、Ｃ１２～Ｃ５０脂肪アルコ
ールを含む。脂肪アルコールは、天然油脂およびワックス、例えば、ミリスチルアルコー
ル、１－ペンタデカノール、セチルアルコール、１－ヘプタデカノール、ステアリルアル
コール、１－ノナデカノール、アラキジルアルコール、１－ヘネイコサノール、ベヘニル
アルコール、ブラシジルアルコール、リグノセリルアルコール、セリルアルコールまたは
ミリシルアルコールから得ることができる。本発明によれば、飽和、非分枝の脂肪アルコ
ールが好ましい。しかしながら、不飽和、分枝または非分枝の脂肪アルコールも、それら
が所要の融点を有するならば、ワックス成分として本発明に使用し得る。本発明によれば
、例えば、牛脂、ピーナッツ油、セイヨウアブラナ油、綿実油、大豆油、ヒマワリ油、パ
ーム核油、亜麻仁油、ヒマシ油、トウモロコシ油、菜種油、ゴマ油、ココアバターおよび
ヤシ脂肪のような天然に存在する油脂の還元時に生成される脂肪アルコールカットも使用
することが可能である。しかしながら、例えば、チーグラー合成の直鎖、偶数脂肪アルコ
ール（アルフォール）またはオキソ合成からの部分分枝アルコール（ドバノール）のよう
な合成アルコールを使用することも可能である。本発明によれば、例えば、Ｌａｎｅｔｔ
ｅ　１６（Ｃ１６アルコール）、Ｌａｎｅｔｔｅ　１４（Ｃ１４アルコール）、Ｌａｎｅ
ｔｔｅ　Ｏ（Ｃ１６／Ｃ１８アルコール）およびＬａｎｅｔｔｅ　２２（Ｃ１８／Ｃ２２
アルコール）の名称のもと、Ｃｏｇｎｉｓ　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨにより市
販されている、Ｃ１４～Ｃ２２脂肪アルコールが特に好適である。脂肪アルコールは、ト
リグリセリドよりも乾燥した皮膚感触を組成物に与えるため、後者より好ましい。
【００６８】
　Ｃ１４～Ｃ４０脂肪酸またはそれらの混合物も、使用し得るワックス成分である。これ
らは、例えば、ミリスチン酸、ペンタデカン酸、パルミチン酸、マルガリン酸、ステアリ
ン酸、ノナデカン酸、アラキン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸、セロチン酸、メリッシン
酸、エルカ酸およびエレオステアリン酸、および置換脂肪酸、例えば、１２－ヒドロキシ
ステアリン酸、ならびに脂肪酸のアミドまたはモノエタノールアミドを含む。このリスト
は例示であって特性を限定するものではない。
【００６９】
　本発明によれば、例えば、天然植物性ワックス、例えば、キャンデリラロウ、カルナウ
バロウ、木蝋、エスパルトグラスワックス、コルクワックス、グアルマワックス、コメ胚
芽油ワックス、サトウキビワックス、オウリキュリーワックス、モンタンワックス、ヒマ
ワリワックス、フルーツワックス、例えばオレンジワックス、レモンワックス、グレープ
フルーツワックス、ヤマモモワックス、および、動物性ワックス、例えば、ミツロウ、シ
ェラックワックス、鯨ロウ、羊毛ワックスおよび尾脂を使用することが可能である。本発
明において、水素化または硬化ワックスの使用も有利であり得る。本発明に使用し得る天
然ワックスは鉱物ワックス、例えば、セレシンおよびオゾケライトまたは石油化学ワック
ス、例えば、ペトロラタム、パラフィンワックス、マイクロワックスも含む。化学変性ワ
ックス、特に硬質ワックス、例えば、モンタンエステルワックス、サゾールワックスおよ
び水素化ホホバワックスも使用し得るワックス成分である。本発明において使用し得る合
成ワックスには、例えば、ワックス様ポリアルキレンワックスおよびポリエチレングリコ
ールワックスが含まれる。本発明によれば、植物性ワックスが好ましい。
【００７０】
　同様に、ワックス成分は、飽和および／または不飽和、分枝および／または非分枝アル
カンカルボン酸および飽和および／または不飽和、分枝および／または非分枝アルコール
のワックスエステルの群、芳香族カルボン酸、ジカルボン酸、トリカルボン酸およびヒド
ロキシカルボン酸（例えば、１２－ヒドロキシステアリン酸）および飽和および／または
不飽和、分枝および／または非分枝アルコールのエステルの群、および、長鎖ヒドロキシ
カルボン酸のラクチドの群から選択することができる。そのようなエステルの例は、Ｃ１
６～Ｃ４０アルキルステアレート、Ｃ２０～Ｃ４０アルキルステアレート（例えば、Ｋｅ
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ｓｔｅｒｗａｃｈｓ　Ｋ８２Ｈ）、ダイマー酸のＣ２０～Ｃ４０ジアルキルエステル、Ｃ
１８～Ｃ３８アルキルヒドロキシステアロイルステアレートまたはＣ２０～４０アルキル
エルケートである。また、Ｃ３０～Ｃ５０アルキルミツロウ、トリステアリルシトレート
、トリイソステアリルシトレート、ステアリルヘプタノエート、ステアリルオクタノエー
ト、トリラウリルシトレート、エチレングリコールジパルミテート、エチレングリコール
ジステアレート、エチレングリコールジ（１２－ヒドロキシステアレート）、ステアリル
ステアレート、パルミチルステアレート、ステアリルベへネート、セチルエステル、セテ
アリルべへネートおよびベヘニルベヘネートも使用し得る。
【００７１】
　［ポリマーｂ－４）］
　本発明の１つの実施態様において、本発明の調製物は少なくとも１つのポリマーを含ん
で成る。本発明の組成物は、組成物の総重量に基づいて、０～２０重量％、好ましくは０
．１～１５重量％、また特には０．１～１０重量％の量のポリマーを含んで成る。
【００７２】
　適当なカチオンポリマーは、例えばカチオンセルロース誘導体、例えば、Ｐｏｌｙｍｅ
ｒ　ＪＲ　４００（登録商標）の名称のもとＡｍｅｒｃｈｏｌから入手可能な四級化ヒド
ロキシエチルセルロース、カチオンデンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミド
との共重合体、四級化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、例えば、Ｌｕｖ
ｉｑｕａｔ（登録商標）（ＢＡＳＦ）、ポリグリコールとアミンの縮合生成物、四級化コ
ラーゲンポリペプチド、例えば、ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解コラー
ゲン（Ｌａｍｅｑｕａｔ（登録商標）Ｌ／Ｇｒｕｅｎａｕ）、四級化コムギポリペプチド
、ポリエチレンイミン、カチオンシリコンポリマー、例えば、アミドメチコン、アジピン
酸とジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンとの共重合体（Ｃａｒｔａ
ｒｅｔｉｎｅ（登録商標）／Ｓａｎｄｏｚ）、アクリル酸とジメチルジアリルアンモニウ
ムクロリドとの共重合体（Ｍｅｒｑｕａｔ（登録商標）５５０／Ｃｈｅｍｖｉｒｏｎ）、
ポリアミノポリアミド、カチオンキチン誘導体、例えば、任意で微晶質分布の四級化キト
サンであり、例えばジブロモブタンのようなジハロアルキレンと例えばビスジメチルアミ
ノ－１，３－プロパンのようなビスジアルキルアミンとの縮合生成物、カチオングアーガ
ム、例えば、ＣｅｌａｎｅｓｅからのＪｕｇｕａｒ（登録商標）ＣＢＳ、Ｊａｇｕａｒ（
登録商標）Ｃ－１７、Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－１６、四級化アンモニウム塩ポリマ
ー、例えば、ＭｉｒａｎｏｌからのＭｉｒａｐｏｌ（登録商標）Ａ－１５、Ｍｉｒａｐｏ
ｌ（登録商標）ＡＤ－１、Ｍｉｒａｐｏｌ（登録商標）ＡＺ－１である。
【００７３】
　適当な陰イオン性、双性イオン性、両性および非イオン性ポリマーは、例えば、酢酸ビ
ニル／クロトン酸共重合体、ビニルピロリドン／アクリル酸ビニル共重合体、酢酸ビニル
／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソブロニル共重合体、メチルビニルエーテル／無水マ
レイン酸共重合体およびそれらのエステル、非架橋のポリアクリル酸およびポリオール架
橋ポリアクリル酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／アクリレ
ート共重合体、オクチルアクリルアミド／メチルメタクリレート／ｔｅｒｔ－ブチルアミ
ノエチルメタクリレート／２－ヒドロキシプロピルメタクリレート共重合体、ポリビニル
ピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニル共重合体、ビニルピロリドン／ジメチルアミ
ノエチルメタクリレート／ビニルカプロラクタムターポリマー、および任意に誘導体化さ
れたセルロースエーテルおよびシリコーンである。
【００７４】
　同様に、適当なポリマーは多糖であり、特にキサンタンガム、グアーガム、寒天、アル
ギン酸塩およびチロースである。
【００７５】
　［他の油体ｂ－５）］
　クリーム、ボディーオイル、ローションおよびミルクのようなボディーケア組成物は、
通常、感触特性をさらに最適化することに寄与する一連の他の油体およびエモリエントを
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含んで成る。油体（本発明のエステルおよび他の油体）は、通常、合計０．１～８０重量
％、特に０．５～７０重量％、好ましくは１～６０重量％、特に１～５０重量％、特に、
１～４０重量％、好ましくは５～２５重量％、好ましくは５～１５重量％の量で存在する
。他の油体は、通常、０．１～４０重量％の量で存在する。
【００７６】
　適当な他の油体は、例えば、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を有する脂
肪アルコールに基づくゲルベアルコール、およびさらに付加的なエステルであり、例えば
、ミリスチン酸ミリスチル、パルミチン酸ミリスチル、ステアリン酸ミリスチル、イソス
テアリン酸ミリスチル、オレイン酸ミリスチル、ベヘン酸ミリスチル、エルカ酸ミリスチ
ル、ミリスチン酸セチル、パルミチン酸セチル、ステアリン酸セチル、イソステアリン酸
セチル、オレイン酸セチル、ベヘン酸セチル、エルカ酸セチル、ミリスチン酸ステアリル
、パルミチン酸ステアリル、ステアリン酸ステアリル、イソステアリン酸ステアリル、オ
レイン酸ステアリル、ベヘン酸ステアリル、エルカ酸ステアリル、ミリスチン酸イソステ
アリル、パルミチン酸イソステアリル、ステアリン酸イソステアリル、イソステアリン酸
イソステアリル、オレイン酸イソステアリル、ベヘン酸イソステアリル、オレイン酸イソ
ステアリル、ミリスチン酸オレイル、パルミチン酸オレイル、ステアリン酸オレイル、イ
ソステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイル、ベヘン酸オレイル、エルカ酸オレイル、
ミリスチン酸ベヘニル、パルミチン酸ベヘニル、ステアリン酸ベヘニル、イソステアリン
酸ベヘニル、オレイン酸ベヘニル、ベヘン酸ベヘニル、エルカ酸ベヘニル、ミリスチン酸
エルシル、パルミチン酸エルシル、ステアリン酸エルシル、イソステアリン酸エルシル、
オレイン酸エルシル、ベヘン酸エルシルおよびエルカ酸エルシルである。同じく、適当な
のは、Ｃ１８～Ｃ３８アルキルヒドロキシカルボン酸と直鎖または分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪
アルコールとのエステルであり、特にジオクチルマレート、直鎖および／または分枝脂肪
酸と多価アルコール（例えば、プロピレングリコール、ダイマージオールまたはトリマー
トリオール）とのエステル、Ｃ６～Ｃ１０脂肪酸に基づくトリグリセリド、Ｃ６～Ｃ１８

脂肪酸に基づく液状モノ－／ジ－／トリグリセリド混合物、Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコール
および／またはゲルベアルコールと芳香族カルボン酸（特に安息香酸）とのエステル、Ｃ

２～Ｃ１２ジカルボン酸と２～１０個の炭素原子および２～６個のヒドロキシ基を有する
ポリオールとのエステル、植物油、分枝第一級アルコール、置換シクロヘキサン、例えば
ジカプリリルカーボネート（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）ＣＣ）のような直鎖および分枝Ｃ

６～Ｃ２２脂肪アルコールカーボネート、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子
を有する脂肪アルコールに基づくゲルベカーボネート、安息香酸と直鎖および／または分
枝Ｃ６～Ｃ２２アルコール（例えば、Ｆｉｎｓｏｌｖ（登録商標）ＴＮ）とのエステル、
例えばジカプリリルエーテル（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）ＯＥ）のようなアルキル基に６
～２２個の炭素原子を有する、直鎖または分枝の、対称または非対称のジアルキルエーテ
ル、エポキシ化脂肪酸エステルのポリオールでの開環生成物、および炭化水素またはそれ
らの混合物（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）ＤＤ）である。
【００７７】
　［他の成分］
　適当な増粘剤は、例えば、Ａｅｒｏｓｉｌグレード（親水性シリカ）、カルボキシメチ
ルセルロースおよびヒドロキシエチル－およびヒドロキシプロピルセルロース、ポリビニ
ルアルコール、ポリビニルピロリドンおよび例えばＢｅｎｔｏｎｅ（登録商標）Ｇｅｌ　
ＶＳ－５ＰＣ（Ｒｈｏｅｘ）のようなベントナイトである。
【００７８】
　ＵＶ光防護剤は、例えば、室温で結晶または液状形態で存在し、紫外線を吸収すること
ができ、吸収したエネルギーをさらに長波長の放射線の形態で、例えば熱、として放出す
ることができる有機物質（光保護フィルター）を意味するものと理解される。ＵＶ－Ｂフ
ィルターは油溶性または水溶性であり得る。適当な典型的なＵＶ－Ａフィルターは、特に
、ベンゾイルメタンの誘導体である。ＵＶ－ＡおよびＵＶ－Ｂフィルターは、もちろん、
例えば、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン（Ｐａｒｓｏｌ（登
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録商標）１７８９）および２－エチルヘキシル２－シアノ－３，３－フェニルシンナメー
ト（オクトクリレン）、および桂皮酸のエステル、好ましくは２－エチルヘキシル４－メ
トキシシンナメート、および／またはプロピル４－メトキシシンナメートおよび／または
イソアミル４－メトキシシンナメートのような、ベンゾイルメタン誘導体の組み合わせで
、混合して使用することもできる。そのような組み合わせは、しばしば、例えば、２－フ
ェニルベンジイミダゾール－５－スルホン酸およびそのアルカリ金属塩、アルカリ土類金
属塩、アンモニウム塩、アルキルアンモニウム塩、アルカノールアンモニウム塩およびグ
ルカンモニウム塩のような水溶性フィルターと組み合わされる。
【００７９】
　特定の溶性物質に加えて、不溶性光防護顔料、すなわち、細かく分散した金属酸化物も
適当である。適当な金属酸化物の例は、特に酸化亜鉛および二酸化チタンである。主要な
光防護物質の二つの上記群に加えて、ＵＶ線が皮膚に浸透する時に引き起こされる光化学
反応鎖を阻害する抗酸化型の第二の光防護剤を使用することもできる。
【００８０】
　生体活性成分は、例えば、トコフェロール、酢酸トコフェロール、パルミチン酸トコフ
ェロール、アスコルビン酸、（デオキシ）リボ核酸およびそれらの断片化生成物、β－グ
ルカン、レチノール、ビサボロール、アラントイン、フィタントリオール、パンテノール
、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、疑似セラミド、精油、例えばプルーン抽出物、バンバ
ラナッツ抽出物のような植物抽出物およびビタミン複合体を意味するものと理解される。
【００８１】
　脱臭活性成分、制汗剤は、体臭を抑制し、隠し、または除去する。体臭は、不快臭のあ
る分解生成物が形成されるアポクリン汗での皮膚細菌の作用によって生じる。従って、適
当な脱臭活性成分は、とりわけ、抗菌剤、酵素阻害剤、臭気吸収剤または臭気マスキング
剤である。
【００８２】
　適当な防虫剤は、例えば、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、１，２－ペンタンジオ
ールまたは、Ｉｎｓｅｃｔ　Ｒｅｐｅｌｌｅｎｔ（登録商標）３５３５の名称のもとＭｅ
ｒｃｋ　ＫＧａＡにより販売されているエチル３－（Ｎ－ｎ－ブチル－Ｎ－アセチルアミ
ノ）プロピオネートおよびブチルアセチルアミノプロピオネートである。
【００８３】
　適当なセルフタンニング剤は、ジヒドロキシアセトンである。メラニンの生成を抑制し
、脱色素組成物として使用される適当なチロシン阻害剤は、例えば、アルブチン、フェル
ラ酸、コウジ酸、クマリン酸およびアスコルビン酸（ビタミンＣ）である。
【００８４】
　適当な防腐剤は、例えば、フェノキシエタノール、ホルムアルデヒド溶液、パラベン、
ペンタンジオールまたはソルビン酸、また、Ｓｕｒｆａｃｉｎｅ（登録商標）の名称のも
と既知である銀錯体および化粧品条例（Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　Ｏｒｄｉｎａｎｃｅ）の別
表６、パートＡおよびＢに記載された分類の他の物質である。
【００８５】
　挙げ得る香油は天然および合成香料の混合物である。天然香料は、花、茎および葉、果
実、果皮、根、木、ハーブおよび草、針葉および枝、樹枝およびバルサムから抽出される
。また、例えばシベットおよび海狸香のような動物性原料、またエステル、エーテル、ア
ルデヒド、ケトン、アルコールおよび炭化水素型の合成香料化合物も適当である。
【００８６】
　特に界面活性処方における使用のために適当な真珠光沢ワックスは、例えば：アルキレ
ングリコールエステル、特にエチレングリコールジステアレート；脂肪酸アルカノールア
ミド、特にヤシ脂肪酸ジエタノールアミド；部分グリセリド、特にステアリン酸モノグリ
セリド；多塩基の、任意でヒドロキシ置換したカルボン酸と６～２２個の炭素原子を有す
る脂肪アルコールとのエステル、特に酒石酸の長鎖エステル；脂肪物質、例えば、脂肪ア
ルコール、脂肪ケトン、脂肪アルデヒド、脂肪エーテルおよび脂肪カーボネート（少なく
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とも２４個の炭素原子を有する）、特にラウロンおよびジステアリルエーテル；ステアリ
ン酸、ヒドロキシステアリン酸またはベヘン酸のような脂肪酸、１２～２２個の炭素原子
を有するオレフィンエポキシドと１２～２２個の炭素原子を有する脂肪アルコールおよび
／または２～１５個の炭素原子および２～１０個のヒドロキシ基を有するポリオールとの
開環生成物、およびそれらの混合物である。
【００８７】
　使用し得る過脂肪剤は、例えば、ラノリンおよびレシチン、およびポリエトキシル化ま
たはアシル化したラノリンおよびレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モノグリ
セリドおよび脂肪酸アルカノールアミドのような物質であり、後者は同時に気泡安定剤と
してもはたらく。
【００８８】
　使用し得る安定剤は脂肪酸の金属塩、例えばステアリン酸および／またはリシノール酸
のマグネシウム塩、アルミニウム塩および／または亜鉛塩である。
【００８９】
　流動性の向上のために、ヒドロトロープ、例えばエタノール、イソプロピルアルコール
、またはポリオールも使用し得る。ここで、好ましくは２～１５個の炭素原子および少な
くとも二つのヒドロキシ基を有するポリオールが適当である。ポリオールは他の官能基、
特にアミノ基を含有することができ、および／またはこれを窒素で修飾することもできる
。
【００９０】
　本発明の調製物、本発明の組成物および本発明のエステルは、特に、化粧品および／ま
たは医薬品において、ボディー洗浄および／またはボディーケアのために使用される日用
ワイプおよび衛生用ワイプの湿潤または含浸あるいは被覆に適している。
【００９１】
　一例として挙げられる日用ワイプおよび衛生用ワイプは：衛生学およびケアの分野にお
いて使用されるティッシュ、ペーパー、ワイプ、不繊布製品、スポンジ、パフ、石膏およ
び包帯である。これらは、ベビー衛生およびベビーケアのためのウェットワイプ、洗浄ワ
イプ、洗顔ワイプ、スキンケアワイプ、皮膚老化に対する活性成分を含むケアワイプ、日
焼け止め処方および防虫剤を含むワイプ、また化粧用または日焼け治療のためのワイプ、
トイレ用ウェットワイプ、制汗用ワイプ、オムツ、ティッシュ、ウェットワイプ、衛生製
品およびセルフタンニングワイプでもあり得る。
【実施例】
【００９２】
　６８．４ｇの２－プロピルヘプタン酸（ＡＮ＝１１１．１）、１６．８ｇのオクタノー
ルおよび０．３ｇのシュウ酸スズを、水分離器で一緒に、２２０℃にて６時間加熱した。
反応粗生成物（ＡＮ＝２．４）を、オイルポンプ真空器中、２５０ｍｍＶｉｇｒｅｕｘカ
ラムを使用して蒸留した。０．０４ｍｂａｒ、１１４～１１７℃で、４２ｇの精製ｎ－オ
クチル２－プロピルヘプタノエートが、黄色油として生成された。
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